
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
十
回
）

「大
伴
旅
人
・

望
郷
の
歌
」

～
「
関
門
海
峡
・
早
鞆

は
や
と
も

の
瀬
戸
」
と
「
大
和
（
奈
良
）・
吉
野
の
宮み

や

滝た
き

」
～

隼
人

は
や
ひ
と

の

湍
門

せ

と

の
磐

い
は
ほ

も

年
魚

あ

ゆ

走は
し

る

吉
野
の
瀧た

ぎ

に

な
ほ
及し

か
ず
け
り

巻
六
―
９
６
０

作
者

大
伴
旅
人

（
解
説
）
隼
人
の
湍
門
（
瀬
戸
）
の
巨
岩
も
、
鮎
の
走
り
泳
ぐ
吉
野
の
宮
滝
の
激
流
の

光
景
に
は
や
は
り
及
ば
な
い
。

・
こ
の
歌
の
題
詞
は
「
帥そ

ち

大
伴
郷
の
遥
か
に
吉
野
の
離
宮

と
つ
み
や

を
思
ひ
て
作
る
歌
一
首
」
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
大
伴
旅
人
が
大
宰

だ

さ

い

帥そ
ち

（
大
宰
府
長
官
）
在
官
の
こ
ろ
大
和
・

吉
野
の
宮
滝
を
偲
ん
だ
歌
で
あ
る
。

・
歌
の
内
容
は
「
隼
人
の
瀬
戸
」
の
景
色
よ
り
も
、
や
は
り
「
吉
野
の
宮
滝
」
の
景
色

の
方
が
勝
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
の
歌
は
大
伴
旅
人
が
大
宰
府
に
於
い
て

筑
紫
（
九
州
）
の
「
隼
人
の
湍
門
（
瀬
戸
）」
と
、
大
和
（
奈
良
）
の
「
吉
野
の
宮
滝
」

を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
を
恋
し
く
思
う
心
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

【
早
鞆

は
や
と
も

の
瀬
戸

せ

と

】

・
大
伴
旅
人
が
こ
の
歌
で
詠
ん
だ
「
隼
人
の
湍
門
（
瀬
戸
）」
に
つ
い
て
は
北
九
州
市

門
司
と
山
口
県
下
関
間
の
関
門
海
峡
の
最
も
狭
い
水
路
【
早
鞆
の
瀬
戸
】
で
あ
る
と
の



説
と
「
隼
人
」
は
薩
摩
の
古
名
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
鹿
児
島
県
阿
久
根
市
と
そ
の
西
の

海
上
に
あ
る
長
島
と
の
間
の
【
黒
ノ
瀬
戸
】
で
あ
る
と
の
二
つ
の
説
が
あ
る
。

・
滝
口
弘
氏
「
九
州
の
万
葉
」
に
は
【
大
日
本
地
名
辞
書
】
に
隼
人
の
瀬
戸
は
「
門
司

市
街
の
北
端
に
し
て
、
埼
頭
に
隼
人

は
や
ひ
と

神
社
あ
り
、
万
葉
集
に
、
隼
人
の
湍
門

せ

と

の
岩い

は

穂ほ

と

あ
る
も
こ
こ
な
る
べ
し
。
」
と
あ
る
の
に
従
っ
て
よ
い
と
思
う
と
し
て
関
門
海
峡
の

「
早
鞆

は
や
と
も

の
瀬
戸

せ

と

」
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
早
鞆
の
瀬
戸
の
速
い
時
の
潮
流
は
時
速
約

１
８
キ
ロ
と
い
わ
れ
、
鳴
門
海
峡
と
と
も
に
急
潮
流
で
も
広
く
知
ら
れ
た
所
で
あ
る
。

・
ま
た
、「
隼
人
神
社
」
に
つ
い
て
は
【
豊
前
国
志
】
に
は
「
隼
人
神
社
、
こ
の
社
を
和
布
刈

め

か

り

明
神
と
も
称
す
。
」
と
あ
る
。

・
古
く
に
呼
ば
れ
た
「
隼
人
神
社
」
は
九
州
最
北
端
の
関
門
海
峡
で
最
も
狭
い
場
所
の

早
鞆
の
瀬
戸
に
面
す
る
北
九
州
市
門
司
区
和
布
刈

め

か

り

に
あ
る
「
和
布
刈

め

か

り

神
社
」
と
伝
え
ら

れ
る
。
こ
の
神
社
は
社
記
に
よ
る
と
、
仲
哀
天
皇
九
（
２
０
０
）
年
に
創
建
さ
れ
た
古

社
で
江
戸
時
代
ま
で
は
、
「
隼
人
社
」
と
か
「
速
戸
社
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
神
社
に
は
、
奈
良
時
代
の
和
銅
三
（
７
１
０
）
年
に
和
布
刈
神
事
の
わ
か

め
を
朝
廷
に
献
上
し
た
記
録
が
「
李
部
王
記
」
と
い
う
古
書
に
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う

古
い
神
事
が
伝
え
ら
れ
、
福
岡
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

・
滝
口
弘
氏
【
九
州
の
万
葉
】
に
は
「
関
門
海
峡
の
早
鞆
の
瀬
戸
は
、
昭
和
初
年
ま
で

は
両
岸
に
大
岩
が
累
積
し
、
潮
の
流
れ
る
時
は
奔
流
が
潮
し
ぶ
き
を
あ
げ
、
至
る
所
に

大
渦
を
巻
い
て
流
れ
る
有
様
は
壮
観
で
、
そ
の
た
め
に
、
小
船
は
も
と
よ
り
、
大
洋
を

航
行
す
る
大
船
も
警
戒
し
て
一
時
停
船
す
る
程
で
あ
っ
た
が
、
航
行
を
容
易
に
し
、
航



路
の
安
全
の
た
め
に
両
岸
の
大
岩
は
取
り
除
か
れ
て
、
岸
辺
ま
で
深
く
浚
渫
さ
れ
、
近

代
的
な
護
岸
工
事
が
施
さ
れ
て
、
潮
流
の
速
い
こ
と
は
か
わ
ら
な
い
が
、
潮
し
ぶ
き
を

あ
げ
る
瀬
戸
の
岩
は
ほ
ぼ
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。

・
こ
の
歌
は
「
六
十
歳
を
越
し
て
大
宰
帥
と
な
っ
た
大
伴
旅
人
が
、
大
宰
府
で
愛
妻
を

失
く
し
、
老
い
と
孤
独
の
寂
し
か
ら
、
故
郷
の
奈
良
を
懐
か
し
く
、
恋
し
く
思
う
心
を

歌
に
託
し
て
、
九
州
の
門
戸
で
あ
り
、
両
岸
に
大
岩
が
累
積
し
た
景
勝
の
地
で
あ
る
上

に
、
潮
流
の
速
い
こ
と
で
知
ら
れ
た
早
鞆
の
瀬
戸
を
吉
野
の
宮
滝
（
奈
良
県
）
と
比
較

し
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
云
わ
れ
て
い
る
。（
滝
口
弘
「
九
州
の
万
葉
」
参
照
）

・「
早
鞆
の
瀬
戸
」
は
関
門
海
峡
東
端
、
山
口
県
下
関
市
壇
ノ
浦
と
福
岡
県
北
九
州
市

門
司
崎
の
間
の
水
路
（
幅
６
３
０
ｍ
）
で
あ
る
。
こ
の
水
路
に
は
歴
史
上
有
名
な
源
平

合
戦
の
古
戦
場
を
有
し
、
ま
た
、
海
底
に
昭
和
３
３
〈
１
９
５
８
〉
年
３
月
に
は
国
道

ト
ン
ネ
ル
が
完
成
。（
全
長
３
，
４
６
１
・
４
ｍ
「
人
道
―
海
底
部
７
８
０
ｍ
」
も
備

え
る
。）
さ
ら
に
水
路
の
真
上
に
は
昭
和
４
８
（
１
９
７
３
）
年
に
開
通
し
た
関
門
橋

（
長
さ
１
０
６
８
ｍ
）
が
本
州
と
九
州
を
結
ぶ
大
動
脈
と
し
て
現
在
も
重
要
な
役
割
を

和
布
刈
神
社
（
北
九
州
市
門

司
区
）
か
ら
早
鞆
の
瀬
戸
と

神
社
前
の
海
に
わ
ず
か
に
残

る
岩
の
上
の
燈
籠
。

真
上
に
海
峡
の
潮
流
を
ま
た

ぎ
対
岸
の
下
関
市
へ
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
延
び
る
関
門
橋

（
全
長
１
，
０
６
８
ｍ
）
を

望
む
。



果
し
て
い
る
。

・「
早
鞆
の
瀬
戸
」
が
位
置
す
る
関
門
海
峡
は
、
下
関
（
山
口
県
）
と
門
司
（
北
九
州

市
）
の
間
に
あ
る
海
峡
と
い
う
こ
と
で
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
門
司
に
と
ど

ま
ら
ず
北
九
州
市
と
下
関
市
に
挟
ま
れ
た
海
峡
を
指
し
て
い
る
。

・
北
東
方
向
に
走
る
こ
の
海
峡
は
、
瀬
戸
内
海
・
周
防
灘
と
日
本
海
・
響
灘
と
い
う

二
つ
の
海
を
つ
な
ぎ
１
日
平
均
約
７
０
０
隻
の
船
が
通
過
す
る
本
州
と
九
州
を
結
ぶ

海
上
交
通
の
要
衝
で
も
あ
る
。
こ
の
海
峡
は
古
代
か
ら
都
と
「
遠と

お

の
朝
廷

み

か

ど

」
と
呼
ば
れ

た
大
宰
府
を
結
ぶ
海
路
の
要
衝
で
あ
っ
た
が
潮
の
流
れ
が
激
し
く
一
番
の
難
所
で
あ

っ
た
。 

 

（
「
関
門
海
峡
・
早
鞆
の
瀬
戸
」
古
川
薫
著
参
照
）

（
写
生
地
）

万
葉
集
に
詠
わ
れ
て
い
る
隼
人
の
湍
門
（
今
の
早
鞆
の
瀬
戸
）
に
面
す
る
【
和
布
刈

神
社
】
は
Ｊ
Ｒ
門
司
港
駅
か
ら
約
２
ｋ
ｍ
離
れ
た
北
九
州
市
門
司
区
和
布
刈
の
地
に
在

り
、
こ
の
神
社
へ
は
門
司
港
駅
か
ら
は
バ
ス
あ
る
い
は
ト
ロ
ッ
コ
列
車
（
季
節
・
曜
日

限
定
）
が
運
行
し
て
い
る
。

神
社
前
の
関
門
海
峡
（
早
鞆
の
瀬
戸
）
の
潮
流
は
、
満
潮
の
と
き
周
防
灘
か
ら
響
灘

に
む
か
う
西
流
れ
、
干
潮
の
と
き
逆
の
東
流
れ
と
な
っ
て
、
流
速
ゼ
ロ
か
ら
最
高
１
０

ノ
ッ
ト
（
時
速
約
１
８
キ
ロ
）
に
達
し
一
日
四
度
、
そ
の
流
れ
の
方
向
を
変
え
て
い
る
。

干
潮
時
、
満
潮
時
に
は
大
き
な
音
を
た
て
る
激
流
と
な
り
そ
の
流
れ
に
向
か
う
小
船
は

喘あ
え

ぎ
喘あ

え

ぎ
航
行
し
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
。



・
こ
の
神
社
の
境
内
に
立
つ
と
目
前
に
古
代
に
都
と
「
遠と

お

の
朝
廷

み

か

ど

」
と
呼
ば
れ
た
大
宰

府
を
結
ぶ
海
路
で
あ
り
、
ま
た
源
平
合
戦
の
古
戦
場
で
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
を
有
す
る

関
門
海
峡
と
真
上
に
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
関
門
橋
が
望
め
、
古

い
に
し
え

と
今
と
い
う
時
間
の

狭
間

は

ざ

ま

を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

和
布
刈
神
社
境
内
か
ら
潮
の
流
れ
の
速
い
「
関
門
海
峡
・
早
鞆
の
瀬
戸
」
と
海
峡
を

隔
て
た
対
岸
に
は
、
か
っ
て
山
頂
に
敵
の
襲
来
を
都
に
知
ら
せ
る
た
め
の
狼
煙

の

ろ

し

台
が
設

け
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
「
火
の
山
（
標
高
２
６
８
ｍ
―
下
関
市
椋
野
町
）」
な
ど

を
描
く
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
池
田
杏
花
）



【
吉
野
の
宮
滝
】

・
大
伴
旅
人
が
「
隼
人
の
瀬
戸
」
と
比
較
し
て
詠
っ
た
「
吉
野
の
宮
滝
」
は
近
畿
日
本

鉄
道
吉
野
線
「
大
和
上か

み

市い
ち

」
か
ら
吉
野
川
に
沿
っ
て
約
６
ｋ
ｍ
上
流
に
あ
る
奈
良
県
吉

野
郡
吉
野
町
宮
滝
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
地
に
は
「
日
本
書
紀
」
斉
明
２
年
（
６
５
６
）

是
歳
の
条
に
「
吉
野
の
宮
を
作
る
」
と
あ
り
以
来
、
天
武
・
持
統
・
文
武
・
元
正
・
聖

武
の
各
天
皇
に
と
引
き
継
が
れ
た
吉
野
離
宮
跡
と
伝
え
ら
れ
る
地
で
あ
る
。

（
註
）
離
宮
は
皇
居
や
王
宮
以
外
の
地
に
定
め
ら
れ
た
宮
殿
。

・
な
お
、
こ
の
宮
滝
か
ら
桜
で
有
名
な
吉
野
山
へ
は
南
へ
約
４
ｋ
ｍ
の
山
道
を
登
る
。

大
宰
府
で
大
宰
帥
・
大
伴
旅
人
が
望
郷
の
歌
を
数
多
く
作
っ
て
い
る
が
そ
の
望
郷
の

対
象
地
は
旅
し
た
吉
野
と
故
郷
明
日
香
（
奈
良
県
）
へ
の
慕
情
が
中
心
で
あ
っ
た
。

・
大
伴
旅
人
が
吉
野
宮
滝
へ
旅
し
た
時
に
詠
っ
た
歌
に
次
の
歌
が
あ
る
。

「
暮
春
の
月
に
、
吉
野
の
離
宮

と
つ
み
や

に
幸

い
で
ま

す
時
に
、
中
納
言
大
伴
郷
、

勅
み
こ
と
の
り

を

奉
う
け
た
ま
は

り

て
作
る
歌
」
（
巻
三
―
３
１
５
）
で
あ
る
。

こ
の
歌
は
大
伴
旅
人
が
大
宰
帥
（
大

宰
府
長
官
）
と
し
て
赴
任
す
る
以
前
の
中
納
言
時
代
の
神
亀
元
（
７
２
４
）
年
３
月

に
聖
武
天
皇
の
吉
野
離
宮
行
幸
に
伴
し
た
時
に
、
詠
じ
た
歌
で
あ
る
。

大
伴
旅
人
が
大
宰
府
で
作
っ
た
こ
の
望
郷
の
歌
（
巻
六
―
９
６
０
）
は
、
聖
武
天
皇



の
吉
野
離
宮
行
幸
に
伴
し
た
時
な
ど
で
見
た
吉
野
宮
滝
の
景
色
を
望
郷
の
思
い
と

重
ね
合
わ
せ
て
詠
っ
た
歌
で
あ
ろ
う
。
こ
の
歌
で
「
隼
人
の
瀬
戸
」
と
比
較
さ
れ
詠

ま
れ
た
「
吉
野
の
滝
」
は
吉
野
宮
滝
を
流
れ
る
吉
野
川
を
指
す
が
、
吉
野
川
は
こ
の

地
ま
で
川
幅
が
広
く
悠
然
た
る
流
れ
で
あ
る
が
、
こ
の
吉
野
宮
滝
で
は
両
岸
に
奇
岩

怪
石
や
断
崖
絶
壁
と
な
り
、
激
流
渦
巻
く
と
み
れ
ば
深
い
淵
が
淀
む
と
い
う
峡
谷
美

を
作
っ
て
い
る
景
勝
の
地
で
あ
る
。

（
写
生
地
）
吉
野
宮
滝
の
奇
岩
怪
石
の
間
を
曲
折
し
な
が
ら
流
れ
る
吉
野
川
を
描
く
。

（
池
田
杏
花
）

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

・「
奈
良
・
吉
野
川
」
は
奈
良
・
三
重
県
境
の
大
台
ケ
原
山
に
発
源
、
奈
良
県
の
中
央

部
、
和
歌
山
県
の
北
部
を
西
流
、
紀
伊
水
道
に
注
ぐ
川
で
奈
良
県
内
の
部
分
は
「
吉
野



川
」
和
歌
山
県
内
の
部
分
は
「
紀
ノ
川
」
と
呼
ぶ
。

（
参
考
文
献
等
）
滝
口
弘
「
九
州
の
万
葉
」・「
万
葉
集
・
新
潮
日
本
古
典
集
成
」
・「
万
葉
集
・
日
本
古
典
文
学
大
系
」

「
北
九
州
教
育
委
員
会
・
解
説
」
等
。


